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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

オミックス解析により、高温・高 CO2 下で微生物由来の VCs（Volatile Compounds: 揮発成

分）曝露により特異的に発現変動する遺伝子のうち、有用な形質発現と強く関連すると思われる

バイオマーカー候補遺伝子の発現を変化させたイネを作成し高温・高 CO2 条件下で栽培し、形

質を評価するとともに耐性を評価する。また、オミックス解析の結果を総合的に検討し、農業デ

ータベースとの統合モデルの構築を目指す。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

これまでのオミックス解析により、高温・高 CO2 下で微生物由来の VCs 曝露により特異的に発

現変動する遺伝子のうち、有用な形質発現と強く関連すると思われるバイオマーカー候補遺伝子

の発現を変化させたイネを作成した。サイトカイニン情報伝達に関与する A-type RR 遺伝子お

よび葉緑体型 FBA 遺伝子についてそれぞれ過剰発現体および発現減少個体を得た。しかしなが

ら、A-type RR 遺伝子の発現減少個体では、生育途上で殆どが枯死し、形質の評価に至らなかっ

た。一方、過剰発現体では花器官の異常が多発し、ほとんど種子が得られなかった。葉緑体型 FBA

遺伝子については、クロロフィル含量の測定など、一部の解析を実施し、過剰発現でクロロフィ

ル a が増大し、発現減少によりクロロフィル a も減少した。このことから葉緑体型 FBA の発現

変動はクロロフィル含量の比率の変動を引き起こすことによって、光合成へ影響し、バイオマス

の変動に影響を与えることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 


